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意 志 と 意 図1)
堀 田 知 子
0.は じ め に
ある動 作,行為や現象を知覚,認 識して,そ れを記述する際,話者は何
らかの意 図2)(intention)をもって,主 語の意志性を文申に盛 り込む。対
象が自然 現象や物理現象である場合 と異なり,意志を持つ主体が行なった
動作,行 為について記述する場合には,種 々の 問題が出てくる。 動作主
(agent)の意志を話者がどう扱 うか,と いう問題もそのひとつである。本
稿では,文 中に表わされた主語の意志(volition)と,それを表わす際の
話者意図 との関係を考察する。
1.統 語 的 考 察
文 の意 志性の決 め手 とな るのは,manneradverb(様態の副詞)と 動詞
であ るので,こ れ らを順 に見 てゆ くことにす る。
1.1.皿anneradverb
manneradverbには,+Volitiveと い う意 味 素 性 を も ち,そ の 文 が 有
意 志 で あ る こ と を 示 す も の(こ こ で は+volitivemanneradverbとよ ぶ)
と,-Volitiveと い う 素 性 を も ち,そ の 文 が 無 意 志 で あ る こ と を 示 す も
の(-volitivemanneradverb)の二 種 類 が あ る 。 前 者 の 例 と し て,
deliberately,enthusiastically,carefully,reluctantly,intentionally,with
care,onPurPose,etc.,後者 の 例 と し て,accidentally,unconociously,
involuntarily,bychance,bymistakeなど が あ る 。 次 に,こ れ ら の 文 申
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で の 現 わ れ 方 の 例 を 示 す 。
(1)(a)johnopenedthedoorcarefully.(十volitive)
(b)Johnopenedthedooraccidentallyソ.(‐volitive)
(2)1'velefthimpurposelytothelast.
(3)Ifancythathewaswalkingslowlyonpurpose.
(4)AsIstoodthereholdingit,Iinvoluntarilywrinkledmynose
indispleasure.
(5)Orelsesheleftitherebymistake.
目 的 節 も,+volitivemanneradverb同様,文 の 有 意 志 性 を 表 わ す 。
(6)(a)Johndeliberatelytrodonthetoyinordertopunishthe
child.
(b)?Johnaccidentallytrodonthetoy,inordertopunishthe
child.
(7)Sheopenedhertight-shutstreamingeyestoseewhothisperson
zvas.
他 に も,意 志 性 を 示 す 副 詞 句 が あ る 。
(8)Andrealizingthis,sheraisedhervoiceandspokemoreclearly.
(十volitive)
(9)Beckyopenedhereyeswithastart.(‐volitive)
1.2.動 詞'
意 志 性 に 関 し て,動 詞 は 三 種 類 に 分 類 す る こ とが で き る 。+Volitiveと
い う素 性 を も つ+volitiveverb,‐volitiveとい う 素 性 を も つ 一volitive
verbそ れ に,文 脈 等,他 の 要 素 に よ り 意 志 性 を 決 定 され る ±volitive
verbで あ る。
(a)十volitiveverbs
murder,assassinate,try,look(at),listen(to),seek,read,speak,
sell,buy,deceive,lie,forgive,performativeverbs,etc.
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(b)士volitiveve「bs
open,break,kill,annoy,frighten,hit,please,heat,tread,delay,
drop,cut,etc.
(c)‐volitiveverbs
know,think,forget,belong,contain,resemble,see,hear,die,
become,sneeze,drown,sleep,shiver,etc.
こ れ ら の 動 詞 の,統 語 上 の 性 質 を 調 べ る た め に,次 の よ うな テ ス ト3)を行
な う。
(i)命 令 文 に 用 い ら れ る か 。
(ii)persuade(remind)補文 に 用 い ら れ る か 。
(iii)manneradverbとの 共 起 関 係 は ど う か 。
(9)(a)Listentome.
(b)Breakthewindow.
(c)?Sneeze!
(10)(a)Theypersuadedhi皿toselltheland.
(b)Theypersuadedhimtoopenthedoor.
(c)?Theypersuadedhimtoknowtheanswer.
(9)(10)か ら わ か る よ う に,+volitiveverb,」:volitiveverbが命 令 文,
persuade補文 に 用 い られ る の に 対 し,‐volitiveverbは用 い ら れ な い 。
ま た ±volitiveverbがこれ ら の 文 に お い て 用 い ら れ る と+volitiveにな
る 。 次 に,manneradverbと の 共 起 関 係 を 見 て ゆ く。 大 部 分 の 動 詞 は,
対 立 す る 素 性 を も つmanneradverbと は 共 起 し な い が,申 に は 共 起 し て,
そ れ 自 身 が 本 来 持 っ て い た 意 志 性 を 変 え て し ま う も の が あ る。
(11)(a)?Shelookedathimunintentionally.
(b)TessandClareunconsciouslystudiedeachother,...
(12)(a)?Heknowstheanswerconsciously.
(b)Desperatelyhesnoredandsnored.8
また,同 じ素性 をもつ ㎜nneradverbと共 起 した場合 に,余 剰 性(re一
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dundancy)を生 ず る も の と生 じ な い も の が あ る。
(13)(a)Shewithheldtheinformationfromhimonpurpose.
(b)?Shetriedtoopenthedooronpurpose.
(14)(a)Inspiteofmyself,Ishivered.
(b)?Hefelldownunintentionally.
こ の こ と よ り,同 じ よ う に+Volitive,或い は 一Volitiveとい う 素 性 を 持
つ と言 っ て も,個 々 の 動 詞,ま た は 文 脈 に よ りそ の 現 わ れ 方 は 一 様 で な い
こ と が わ か る。 こ の よ う な 違 い の 体 系 的 説 明 が 可 能 に な れ ば,+volitive
verb,-volitiveverbとい っ た 分 類 の 方 法 自 体 も 考 え 直 す こ と に な ろ う。
2.語用論的考察
2.1.話者 の視点一動作 か状態 か
前章 で,動 詞やmanneradverbを,+volitive,-volitiveとい うよ
うに分類 したが,問 題はそ う単純ではな く,実 際には文の意志性には,話
者の意図や視点の あ り方が,微 妙 に関与 してい る。
(15)Johnateanolive.
この文は,+volitiveverbを主動詞 としてい るにも拘 らず,そ の意志
性 はambiguousで,次の二つ の解釈 が可能 である。ひ とつは,Johnが初
めか らオ リー ブと知 って食 べた,と い う動作その ものの記述(+volitive)
であ るとす る解釈 であ り,も うひ とつは,Johnが 何 か他 のもの と間違 え
てオ リー ブを食べ て しま った,と い う,agentの意図 した別 の動作 の結果
の記述(-volitive)であ る,と す る解釈 である。 後者 の場合,こ の文 の
真 の意味 は,JohnateXwhichwasanolive.であって,JohnateX
までがjohnの 意志的行為で ある。 動作主 の 意 図 した動作 とその結果が
必ず しも一致 しない ことや,意 図 は違 ってい ても,結 果的 には 同じであ る
ことが,ambiguityの原因 である。 このよ うに,動 作記述 と状態(結 果)
の記 述が,そ れぞれ有意志 と無意志 に対 応 してい ることが多いが,そ れ は
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また,誰 の立場からの記述か,と いう問題でもある。厳密に言 うと,他人
の動作を正 しく記述する,ということは,動 作主の心の申まで知らな くて
は不可能 である。4)意志とはprivateなもので,本 人以外には本 当のこと
はわからないからである。従 って,動 作を記述する場合,話 者の視点は動
作主にあ ることになる。一方,結果 としての状態は,agentの意志とは無
関係に生ず るものであ り,客観的事実として誰の目にも明らかであるので,
それを記 述す る場合には,話 者は客観的立場に立っているといえよう。こ
のように,他 人の動作の記述に関しては,複 雑な問題があり,それは単に
有意志,無 意志とい うことだけでな く,ある動作,行 為に対してどういう
ことばを与えるか,と い う問題にも発展してゆ く。
2.2.土volitiveverbの二面 性
(16)三Johnbrokethewindow.
この文は,主 動詞 が ±volitiveで,contextの手がか りもないので,次
の(a)(b)ど ち らを意 味 してL・るのかambiguousである。
(17)(a)Johndeliberatelybrokethewindow.
(b)Johnaccidentallybrokethewindow.
(a)はJohnが 「窓 を割 る」 とい う目的を もって 何 ら か の動 作を行 な っ
た,と い う意味であ り,(b)はJohnの,別 の 目的で行な った動作 カミ,
偶然窓が割れ る,と い う結果 を 引 き起 こした ことを 意 味す る。 つま り,
(b)は,JohndidX,bywhichthewindowbecamebrokenが短絡 を
起 こした もので,Johnのvolitionのscopeは,JohndidXまでであ
り,そ の結果 はJohnの 意志 とは無関係であ る。 これ を話 者 の立場 か ら
分析す る と次 のよ うにな る。動作主Aが,Xと い う動作を行ない,Rと い
う結果が生 じた とす る。 この場合,AがX→Rと い う因果関係 を予期,或
いは承知 の上 でXを 行 なった と 解 釈 すれ ば,AcausedRdeliberately,
とな る。一方,X→Rを 予期せず にAがXを 行 なった と話者が解釈 すれ ば,
AcausedRaccidentally,とな る。5)士volitiveverbの特微は,動 作 と
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結果 の両方 を表 わす ことがで きる,と い う点 で,そ れがambiguityの原
因 ともな ってい る。 動作 の記述か,結 果で ある状態 の記述かがわか らな い
か らであ る。 しか し,話 者 自身,動 作主の意図 を知 らなか った り,知 って
いてもそれ を伏 せてお く意図で,こ の動詞 のあい まい性 を利 用 して,こ の
よ うなぼか した表現 をとる,と い うことも無論考 えられ る。
(20)Johnannoyedme.
この交 も,や は りJohndidX,atwhichIwasannoyedが縮ま った表
現 であ るが,こ の よ うな人の感情を表 わす動詞 の 目的語が話 者であ る場合,
主語 の行為 によ って生 じた,目 的語の感 情 を表わ した ものであ って,も と
も と意 志はない と見 るべ きで,話 者が 自分の感 情の原因を主語 に帰 そ うと
い う意 図を もって,Johnを主語に,自 らを目的語 に持 って きた もの であ
る。6)次に挙げ る例 も同様であ る。
(21)"Itoyouoffertwothousand."
"Youtemptme
,Baronyoutemptme,"
(22)God,theseyoungfellowsnowadaysmakemesick.
(23)Myhusbandboredmetodistraction.
これ らの動詞 が,命 令文やpersuade補交において用い られ るとどうな る
であろ うか。
(24)(a)Hepersuadedmetopleaseher.
(b)AnnoyMary.
(c)Let'sfrightenthebaby.
これ らは,そ れ ぞれ
(25)(a)Johnpersuadedmetodosomethingatwhichshemight
bepleased.
(b)DosomethingatwhichMarymightbeannoyed.
(c)Let'sdosomethingatwhichthebabymightbefrightened.
とい う意味であ り,こ のdosomethingまでが有意志にな る。
この ように,+volitiveverbや,±volitiveverbを主動詞 とす る文の
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意 志性が マ イナスになる場合,動 作 と結果 とが短 絡をお こしてひ とつ にな
ってい る。 つ ま り,actionpartの主語 が結果の部分の主語 にきてい る と
い うことカミわか る。
3.無 生 物 主 語
3.1.無 生 物 文 の 統 語 的,意 味 的 構 造
原 則 と し て,無 生 物 主 語 は,主 語 に 生 物 を 要 求 す る 動 詞 やmanner
adverbとは 共 起 し な い が,無 生 物 で もinstrument')格patient/location
格 で あ る 場 合 に 限 り許 さ れ る。
(26)(a)?Hisdeskwrotetheaddress;beyondanydoubt.
(b)Histypewriterwrotetheaddress;beyondanydoubt.
(27)HiseyesZookedintohers.
(28)Fivequickknocksansweredher.
(29)Hishatwentcarefullyonthenextpeg.
(30)Thewordsslippedoutinvoluntarily.
(31)Bletchley'seyeswentroundseekingallies.
(32)Hereyesopevedinspiteofherself.
そ の 他 の 場 合 に は,擬 人 化 表 現 に な る 。
(33)Thewindowssmiled,thedoorcoaxedandbeckoned,the
creeperblushedconfederacy.
(32)Itwasashorethatknewthemagicandmysteryofstorm
andstar.
ま た,無 生 物 主 語 と,有 意 志 性 の み を 強 調 す るmanneradverbと は 共 起
し な い 。
(33)?Hishatwentonthenextpeg'purposely.
(34)?Hiseyeswentroundonpurpose.
こ れ ま で の 例 は,動 作 主 が 不 明 で あ っ た り,表 わ す 必 要 が な い 場 合 に,無
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生 物 主 語 が 用 い られ た も の で あ る 。
動 作 主 が 話 者 自身 で あ る場 台 に は,そ の 意 志 的 行 為 の 記 述 に 無 生 物 主 語
を 用 い る こ と は で き な い 。
(35)?Myeyeslookedintohers.
(36)?Myhandpointedtoaheapofcushions.
しか し,話 者 の 無 意 志 的 行 為(状 態)を 表 わ す 場 合 に は こ の 限 りで は な い 。
(37)Myheartbeatalittlefaster.
(38)Myfacegrewgraver,...
(39)Foramomentmybloodrancold,buthisnextwordsreassured
me.
これには,意 志のprivacy性や,無 生物主語 の無意志化の機能が関係 し
ている。
3.2.無 意 志 化
(40)"Don'ttalklikethataboutMissBellever."
"Sorry
,missItslippedout."
こ れ は,主 語 の 位 置 に く る も の が,常 にagencyを 担 う,と い う こ と を 利
用 し た 表 現 で,自 分 の 意 志 的 行 為 を,無 生 物 主 語 を 用 い る こ と に よ り無 意
志 化 し て,責 任 回 避 を し よ う とす る話 者 の 意 図 が 感 じ ら れ る 。 同 様 の 例 と
し て,
(41)Hedidnotmeantoshowit,lamsure,butitwassostrongly
inhismindthatitslippedoutateveryaction.
(42)Wordstrembledonherlips,butsheforcedthemback.
な ど も,agencyを 無 生 物 主 語 に 吸 収 さ せ て,意 志 性 を 消 そ う と した 表 現
で あ る。
こ の よ う な,動 詞 の 有 意 志 性 を 消 し た り,マ イ ナ ス に し た りす る,と い
う無 生 物 主 語 の 機 能 を 証 明 す る も の と し て,
(43)Thegleamofmetalcaughtmyeye.
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の よ う な 表 現 が あ る 。 こ れ はIsawthegleamofmetal.と い う無 意 志
文 に 対 応 す る も の で,こ の 他 に も,
(45)Andsuddenlyasoundsmoteuponhisears.
(46)Afantasticnotionoccurredtome.
(47)Therestescapeme.
に は,各 々hear,think,forgetとい う よ う な ‐volitiveverbヵミ対 応 す
る 。 こ の よ う に,無 意 志 の 動 作 や 状 態 を 表 わ す の に,‐volitivemanner
adverbや,‐volitiveverbの他 に,無 生 物 主 語 も 用 い ら れ る 。
無 生 物 で も,自 分 のenergyで 運 動 で き る も の,(植 物,乗 物,自 然 現
象 な ど)は,無 意 志 で は あ る がagentに な り う る 。8)例え ば,
(48)Thelighteningflashed.
は,physicalなactionを表 わ す 。 し か し,
(49)Thelighteningstruckthehouse.
の 場 合 は,Thelighteningflashed,andthehousewasstruck.が短 絡
を お こ し た 表 現 で,不 必 要 な 動 作 部 分 が 省 略 さ れ て,そ の 主 語 と 結 果 の 部
分 が 結 び つ い た も の で あ り,actionを表 わ す 文 で は な い 。
4.結 論
文 の意志性が,話 者 による語 の選択 と,そ の配列 によ って決定 され る以
上,そ れは話者 の意 図の反映 である,と 言 えよ う。
(50)YousayImurderedPeterCarey;IsayIkilledPeterCarey;
andthere'sallthedifference.
この文 にお いては,PeterCareyなる人物 を死 なせ たのが意 図的であった
か否 か とい うことが問題 になってい るわけであ るが,こ の ように同一 の事
象 に 出会 って も,話 者がそれ をど う知覚,認 識す るか,或 いは どうい う
intentionを持つかに よ り,文 の意志 性,更 には動作に対す るレッテルの
貼 り方そのものまでが異な って くる。 ここでは問題 を交 の意志性 だけに し
ぼ ったが,そ うす ると,他 人 の動作,行 為を記述す るとい うことは非常 に
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むずかしいことである。一方,話 者自身である場合,話 者はauthorityを
もって自分の動作を記述す ることができる。このように,交 の意志の問題
は,話者意図の問題と切 り離 して考えることはできないと思われる。
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